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参考資料１

奈良県の現状

■一般的現状

・奈良県の概要

・奈良県の人口推移

・奈良県の将来推計人口（年齢３区分）

・奈良県の将来推計人口（高齢者人口・比率）

・健康寿命

・県税収における法人事業税の割合

・工業系用途地域面積割合

・事業所数・従業員数

・県外就業率

・１人あたりの商品販売額

・県外消費率

・歴史・文化遺産の数

・観光消費額の状況

・宿泊施設の客室数

■道路の現状

・道路の整備率

・県民１人当たりの道路延長

・都市計画道路の整備率

・４車線道路の整備率

・一般国道（指定区間）の延長

・京奈和自動車道の整備計画

・紀伊半島アンカールート

・国道１６８号の整備状況

・無電柱化率

・道路ストックの総点検

・橋梁長寿命化に関する取組状況

・通学路の安全対策

・県内・県外通勤の交通機関分担の割合

・鉄道・船舶による貨物輸送量

・自動車貨物総輸送量

・自動車類１０万台あたりの交通事故の発生件数

・人口１０万人あたりの交通事故の発生件数

・通行止め回数

・観光客の周遊状況

・奈良県来訪時の利用交通手段

・奈良県の公共事業予算額（一般会計）

・平成２５年度当初予算および平成２５年２月補正の内訳

・県土マネジメント部・まちづくり推進局の公共事業の推移
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*1 社会生活統計指標(H24.2)

*2 推計人口（H24.10）

*3 平成22年度奈良県版ＧＤＰ統計

○面積は全国の約１％で第４０位。

○人口は全国第３０位。

○ＧＤＰの全国シェアは約０．７％で第３７位。

奈良県奈良県奈良県奈良県のののの概要概要概要概要

37位

（H21年度）

約3.5約479

ＧＤＰ*3

（兆円）

30位1,390127,515

人口*2

（千人）

40位3,691377,950

面積*1

（km

2

）

全国順位奈良県全国
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○奈良県の人口は、平成１２年をピークに減少。

奈良県奈良県奈良県奈良県のののの人口推移人口推移人口推移人口推移

奈良県奈良県奈良県奈良県のののの人口推移人口推移人口推移人口推移

※全国の推計人口は平成１７年以後増減を繰り返し、平成２３年２４年は連続減少（総務省統計局）

出典：国勢調査
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奈良県の人口の推移（年齢階層別）

【出典】H17・H22国勢調査　H27～国立社会保障・人口問題研究所推計
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H22

（2010）

H27

（2015）

H32

（2020）

H37

（2025）

H42

（2030）

H47

（2035）

(千人)

老年

生産年齢

年少

1,421
1,401

1,349

1,298

1,240

1,175

1,104

老年 20.0% 24.0% 28.7% 31.6% 33.2% 34.8% 36.8%

生産年齢 66.1% 62.8% 59.8% 58.0% 57.1% 55.8% 54.1%

年少 13.9% 13.2% 11.5% 10.4% 9.7% 9.4% 9.1%

奈良県奈良県奈良県奈良県のののの将来推計人口将来推計人口将来推計人口将来推計人口（（（（年齢年齢年齢年齢３３３３区分区分区分区分）－）－）－）－

○奈良県の人口は、Ｈ２２年１４０．１万人からＨ４７年１１０．４万人に減少すると推計。

○少子高齢化の進展、生産年齢人口が減少傾向。
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（％）
（千人）

○奈良県では、今後全国よりも速いスピードで高齢化が進むと予測。

奈良県奈良県奈良県奈良県のののの将来推計人口将来推計人口将来推計人口将来推計人口（（（（高齢者人口高齢者人口高齢者人口高齢者人口・・・・比率比率比率比率））））
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健康寿命健康寿命健康寿命健康寿命

○奈良県の健康寿命は、男性は全国第５位、女性は全国第１９位。

出典：奈良県健康づくり推進課「奈良県民の健康寿命」
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県税収県税収県税収県税収におけるにおけるにおけるにおける法人法人法人法人事業事業事業事業税税税税のののの割合割合割合割合

総務省｢地方税に関する参考計数資料｣(平成23年度）

○奈良県の県税収における法人税の割合は９．２％で全国ワースト１位。

地方県税収入のうち、地方消費税の収入額については都道府県間において清算後の額で算出。

47位30位21位6位4位2位全 国 順 位

9.213.614.616.917.920.0

県税収入に占める

法人事業税の割合

（％）

奈良和歌山兵庫京都滋賀大阪
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工業系用途地域面積割合工業系用途地域面積割合工業系用途地域面積割合工業系用途地域面積割合

○奈良県の全用途地域面積に対する工業系用途地域面積の割合は１１．２％で

全国ワースト２位。

工業系用途地域面積割合（全国４６位）
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事業所数事業所数事業所数事業所数・・・・従業員数従業員数従業員数従業員数

○事業所数は全国第４０位、従業員数は全国第３８位。
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県外就業率県外就業率県外就業率県外就業率

都道府県別の状況（県外就業率）【出典】H22国勢調査（総務省）から算出

0%5%
10%15%20%25%30%

全国 北海道 靑森 岩手 宮城 秋田 山形 福島 茨城 栃木 群馬 埼玉 千葉 東京 神奈川 新潟 富山 石川 福井 山梨 長野 岐阜 静岡 愛知 三重 滋賀 京都 大阪 兵庫 奈良 和歌山 鳥取 島根 岡山 広島 山口 徳島 香川 愛媛 高知 福岡 佐賀 長崎 熊本 大分 宮崎 鹿児島 沖縄

○奈良県の県外就業率は２９．９％で全国第１位。

就業：調査対象期間に収入を伴う仕事に従事。就業率：15歳以上の就業者数／１５歳以上の人口、県外就業：就業地が県外
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１１１１人人人人あたりあたりあたりあたりのののの商品販売額商品販売額商品販売額商品販売額

○奈良県の１人あたりの商品販売額は、全国ワースト２位。

出典：第２回奈良県経済産業雇用振興会議資料
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県外消費率県外消費率県外消費率県外消費率

○奈良県は、消費支出額が全国第３位と多いものの、県外で消費される割合が

全国第１位と高い。



参考１

12

歴史歴史歴史歴史・・・・文化文化文化文化遺産遺産遺産遺産のののの数数数数 （（（（世界遺産世界遺産世界遺産世界遺産、、、、国宝国宝国宝国宝・・・・重文数重文数重文数重文数、、、、史跡数史跡数史跡数史跡数））））

世界遺産世界遺産世界遺産世界遺産 登録時期登録時期登録時期登録時期

法隆寺地域の仏教建造物（奈良県） 1993年12月

古都奈良の文化財（奈良県） 1998年12月

紀伊山地の霊場と参詣道（奈良県、

和歌山県、三重県）

2004年7月

○奈良県の世界遺産は３件で全国で最も多い。（全１７件中３件）

○国宝・重文数は全国第３位、史跡名勝天然記念物数は全国第１位。

国宝国宝国宝国宝・・・・重文重文重文重文、、、、史跡史跡史跡史跡 件数件数件数件数

国宝・重要文化財 1,313件

史跡名勝天然記念物（国指定） 141件
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02,0004,0006,0008,00010,00012,00014,00016,00018,00020,000

東京都 千葉県 静岡県 北海道 沖縄県 愛知県 兵庫県 長野県 新潟県 栃木県 埼玉県 岩手県 長崎県 山梨県 群馬県 三重県 岐阜県 福島県 宮城県 鹿児島県 滋賀県 熊本県 大分県 広島県 石川県 茨城県 秋田県 青森県 山形県 香川県 山口県 宮崎県 岡山県 愛媛県 和歌山県 奈良県 高知県 佐賀県 島根県 鳥取県 徳島県

億円億円億円億円 日帰り 宿泊40,000

13

観光消費額観光消費額観光消費額観光消費額のののの状況状況状況状況

○本県の観光消費額は１，１２６億円で全国ワースト６位。

○宿泊客の観光消費額は４００億円で全国ワースト３位。

出典：共通基準による観光入込客統計（国土交通省観光庁）※大阪府、福岡県は、「共通基準による観光入込客統計調査」を未導入※神奈川県、富山県、福井県、京都府は、集計中（H25年5月現在）

奈良県の観光消費額 （推計値 H23）

１，１２６億円 （ 宿泊 ４００億円 ）

（ 日帰り ７２６億円 ）
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宿泊施設宿泊施設宿泊施設宿泊施設のののの客室数客室数客室数客室数

出典：厚生労働省大臣官房統計情報部「衛生行政報告例」(平成24年3月末現在)

○豊富な観光資源を有するにもかかわらず、「ホテル・旅館の客室数」は全国ワースト１位。

9,375室
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全国平均 奈良県 全国順位

道路整備率 約６１％ 約４０％ ４６位

歩道整備率 約４１％ 約２６％ ４５位

（道路統計年報２０１２）

全国順位

全体 うち京奈和自動車道 （全体）

計画延長 １４，０００ｋｍ ９７．１ｋｍ ４７．５ｋｍ ４６位

開通延長 １０，３９７ｋｍ ６９．０ｋｍ １９．４ｋｍ ４７位

整備率 ７４％ ７１％ ４１％ ３２位

（H25.3.31時点、全高速調べ）

奈良県

全国

一般道路一般道路一般道路一般道路（（（（国道国道国道国道＋＋＋＋県道県道県道県道））））

高規格幹線道路高規格幹線道路高規格幹線道路高規格幹線道路

※１ 全体構想 約１４,０００ｋｍ

※２ 西名阪自動車道・名阪国道は完成済み（４９．６ｋｍ）

道路道路道路道路のののの整備率整備率整備率整備率

※１ ※２

※整備率＝整備済延長／実延長

整備済延長＝改良済延長（車線幅５．５ｍ以上）－混雑度１．０以上の延長
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県民県民県民県民１１１１人人人人あたりのあたりのあたりのあたりの道路延長道路延長道路延長道路延長

出典：2012道路統計年報

○奈良県の県民１人あたりの道路延長は９．０ｍ/人で全国第３６位。

○自動車保有台数１台あたりの道路延長は１５．２ｍ/台で全国第３０位。

9.0m/人（36位）15.2m/台（30位）
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都市計画道路都市計画道路都市計画道路都市計画道路のののの整備率整備率整備率整備率

全国 奈良県 全国順位

都市計画道路の整備率 約６０％ 約４９％ ４３位

駅前広場の整備数 平均６１個所 ６９個所 １２位

出典：都市計画年報

○奈良県の都市計画道路の整備率は約４９％で全国第４３位。
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４４４４車線道路車線道路車線道路車線道路のののの整備率整備率整備率整備率

出典：平成22年度道路交通センサス

○奈良県内の４車線道路の整備率は、近畿圏内では和歌山に次いで低く、全国平均

の約６割。

（％）
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0500,0001,000,0001,500,0002,000,0002,500,0003,000,0003,500,000

北海道山形県岩手県岐阜県新潟県福島県秋田県兵庫県山口県愛媛県宮城県長野県鹿児島県高知県福岡県三重県愛知県島根県茨城県大分県広島県千葉県沖縄県和歌山県熊本県京都府青森県徳島県鳥取県宮崎県埼玉県滋賀県山梨県東京都静岡県富山県佐賀県長崎県栃木県群馬県香川県福井県大阪府石川県岡山県神奈川県奈良県 国道全延長国道全延長国道全延長国道全延長にににに対対対対するするするする
一般国道一般国道一般国道一般国道（（（（指定区間指定区間指定区間指定区間
））））のののの割合割合割合割合

道路延長道路延長道路延長道路延長（ｍ）（ｍ）（ｍ）（ｍ）
一般国道（指定区間） 一般国道（指定区間外） 割合6,500,0007,000,000

19

一般国道一般国道一般国道一般国道（（（（指定区間指定区間指定区間指定区間））））のののの延長延長延長延長

出典：道路統計年報

○奈良県における一般国道（指定区間）の延長は

１５４．５ｋｍで全国ワースト１位。

○一般国道全延長に対する指定区間の割合に

ついても１８％で全国ワースト１位。

(平成23年4月1日現在)
凡例

一般国道（指定区間）

一般国道（指定区間外）
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橿原北IC郡山南IC 大和郡山

新名神　　高速道路新名神高速道路 名神高速道路
奈良IC

五條北IC高野口IC
御所IC

紀北かつらぎIC H19年暫定供用事業中 京奈和自動車道 Ｌ＝約120ｋｍ

H12年暫定供用

橋本東IC五條西IC五條IC橋本IC H18年暫定供用
H18年専用部L=7.8km供用

Ｌ＝７.９ｋｍ

H20年都市計画決定 Ｌ＝１２.４ｋｍ
Ｌ＝２7.２ｋｍ

Ｌ＝６.１ｋｍＬ＝６.３ｋｍ
事業中事業中Ｌ＝１３.８ｋｍ

Ｌ＝１３.４ｋｍ 京奈和自動車
道・奈良県域
Ｌ＝４７.５ｋｍ

H24年専用部L=3.7km供用
H24年L=4.0km暫定供用

全体延長 約120km

供用延長 約 52km

整 備 率 約 ４割

京奈和自動車道

（資料提供：奈良国道事務所）

京奈和自動車道京奈和自動車道京奈和自動車道京奈和自動車道のののの整備計画整備計画整備計画整備計画

御所南ＩＣ
全体延長 約48km

供用延長 約19km

整 備 率 約 ４割

奈良県域

H27年度供用予定 H25年度供用予定 H26年度供用予
定



参考１

21

名阪国道名阪国道名阪国道名阪国道奈良県立医大
和歌山県立医大和歌山医療センター

南和歌山医療センター
国道168号

（五條新宮道路）

紀伊半島紀伊半島紀伊半島紀伊半島アンカールートアンカールートアンカールートアンカールート

奥瀞

国道169号

道路

：：：：被災箇所被災箇所被災箇所被災箇所

名阪国道名阪国道名阪国道名阪国道奈良県立医大
和歌山県立医大和歌山医療センター

南和歌山医療センター
国道168号

（五條新宮道路）

紀伊半島紀伊半島紀伊半島紀伊半島アンカールートアンカールートアンカールートアンカールート

奥瀞

国道169号

道路

：：：：被災箇所被災箇所被災箇所被災箇所

紀伊半島紀伊半島紀伊半島紀伊半島アンカールートアンカールートアンカールートアンカールート
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平成24年8月16日撮影
平成25年1月25日撮影

地域高規格道路（整備済）地域高規格道路（事業中）地域高規格道路（調査中）未改良区間

国道国道国道国道１６８１６８１６８１６８号五條新宮道路号五條新宮道路号五條新宮道路号五條新宮道路のののの進捗状況進捗状況進捗状況進捗状況

・阪本工区：H26国庫補助採択要望（県）

・辻堂ＢＰ：事業中（県）

H20.3 一部供用

・長殿道路：事業中（国）

・宇宮原バイパス：H19.3 供用

・川津道路：事業中（県）

・風屋川津・宇宮原工区

：H25新規事業化（国）

・十津川道路：事業中（国）

H23.9 一部供用

・七色工区：H17.3 供用

国道国道国道国道１６８１６８１６８１６８号号号号のののの整備状況整備状況整備状況整備状況

※国道１６８号の整備率は約５３％

※国道１６８号の地域高規格道路としての整備率は約１０％
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無電柱化率無電柱化率無電柱化率無電柱化率

全国 奈良県 全国順位

無電中化率 約１４％ 約７％ ４５位平成２３年度末

○奈良県の市街地での無電柱化率は約７％で全国ワースト１位。全国平均の約半分。

出典：国土交通省
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１．橋梁の長寿命化対策 （県管理橋梁７２６橋）

○第１期計画(Ｈ２２～Ｈ２６)の約９割に着手。

○第２期計画(Ｈ２７～)の策定に着手。

２．トンネル （県管理トンネル１３０）

○照明、標識、警報表示板等の道路附属物を点検し、

対策を実施。

３．舗装、法面・盛土・擁壁等、道路附属物

○既存調査結果を含めた必要な点検・調査を実施。

道路道路道路道路ストックストックストックストックのののの総点検総点検総点検総点検
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H25．4現在

管理橋

梁数

(15m以上)

点検実施

橋梁数

点検

実施率

計画策定

橋梁数

計画

策定率

要修繕

橋梁数

修繕実施

済み

橋梁数

修繕

実施率

奈良県 775 775 100.0% 775 100.0% 225 41 18.2%

県内市町村 1,315 1,223 93.0% 922 70.1% 522 12 2.3%

奈良県合計 2,090 1,998 95.6% 1,697 81.2% 747 53 7.1%

全国平均 143,763 138,988 96.7% 124,848 86.8% 68,800 10,042 14.6%

※７７５橋は、長寿命化修繕計画策定以降(H22)に追加された橋梁４９を含む。

※

橋梁長寿命化橋梁長寿命化橋梁長寿命化橋梁長寿命化にににに関関関関するするするする取組状況取組状況取組状況取組状況
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○通学路の緊急合同点検を国、県、市町村の関係者（教育委員会、

道路管理者、警察）で実施し、危険箇所等を抽出(～H24.11) 

○「奈良県通学路安全対策推進会議」の設置(H25.1.18)

（H25.3末時点）

対策必要箇所 対策済み箇所 整備率

奈良県 1,3411,3411,3411,341 522 39%39%39%39%

全国 74,483 42,662 57%

通学路通学路通学路通学路のののの安全対策安全対策安全対策安全対策
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県内県内県内県内・・・・県外県外県外県外通勤通勤通勤通勤のののの交通機関分担交通機関分担交通機関分担交通機関分担のののの割合割合割合割合

○総通勤者の約４割が鉄道・バス、約５割が自動車・二輪車を利用。

○県内通勤者の約６割が自動車を利用。

○県外通勤者の約８割が鉄道を利用。

資料：第5回パーソントリップ調査（Ｈ22）

県内通勤

n=274,429

バス

2%

自動車

61%

その他

11%

鉄道

14%

徒歩

6%

二輪車

6%

県外通勤

n=144,802

バス

1%

自動車

19%

その他

2%

二輪車

1%

鉄道

77%

通勤総計

n=419,231

バス

1%

自動車

47%

その他

8%

鉄道

36%

徒歩

4%

二輪車

4%
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鉄道鉄道鉄道鉄道・・・・船舶船舶船舶船舶によるによるによるによる貨物輸送量貨物輸送量貨物輸送量貨物輸送量

H18年度鉄道･船舶貨物輸送量 （単位：千トン）

※ 滋賀県は米原貨物ターミナルを建設中

JR貨物発着量 港湾取扱貨物量(国内)神奈川 5,947 101,763北海道 3,950 183,165東 京 2,272 45,946三 重 2,156 27,537千 葉 1,654 95,523大 阪 1,578 112,679愛 知 1,465 103,505福 岡 1,257 125,440新 潟 1,033 31,262埼 玉 1,020 －岐 阜 975 －静 岡 965 18,886・ ・ ・・ ・ ・・ ・ ・大 分 96 85,642和歌山 93 25,345島 根 82 4,715徳 島 72 11,130山 梨 44 －高 知 31 20,356長 崎 23 27,601滋 賀 4 －沖 縄 － 20,276奈奈奈奈 良良良良 0000 －－－－
　　       凡　　例主要貨物列車運転線区コンテナ取扱駅(内陸県のみ表示)120駅特定重要港湾　　　　　      23港重 要 港 湾　　　　　　　  103港内　陸　県

○物流手段を１００％自動車に依存している全国唯一の県であり、自動車輸送の根幹と

なる幹線道路の整備は極めて重要。

資料：貨物地域流動統計を元に集計



参考１

29

自動車貨物総輸送自動車貨物総輸送自動車貨物総輸送自動車貨物総輸送量量量量

出典：１００の指標からみた奈良県勢（平成25年）

○奈良県の平成２３年度の人口千人当たり自動車貨物輸送量は２２，６００トンで京都府

と並んで全国ワースト２位。（千トン）
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自動車類自動車類自動車類自動車類１０１０１０１０万台万台万台万台あたりあたりあたりあたりのののの交通事故交通事故交通事故交通事故のののの発生件数発生件数発生件数発生件数

出典：警察庁交通局平成２４年中の交通事故の発生状況

○奈良県の自動車類１０万台あたりの交通事故の発生件数は６６４．６件で全国で

２０番目に少ない。
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人口人口人口人口１０１０１０１０万人万人万人万人あたりあたりあたりあたりのののの交通事故交通事故交通事故交通事故のののの発生件数発生件数発生件数発生件数

出典：警察庁交通局平成２４年中の交通事故の発生状況

○奈良県の人口１０万人あたりの交通事故の発生件数は３９２．６件で全国で

１１番目に少ない。
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通行止通行止通行止通行止めめめめ回数回数回数回数

○過去５年間における落石、崩土を原因とした通行規制は約２００件発生し、１回あたりの

通行止め時間は約１，０００時間（約４３日）。

※事前通行規制とは、大雨・台風による土砂崩れや落石等のおそれのある箇所について、

過去の記録などにより予め定められた基準（雨量）に達した場合に、実際に支障が発生する

前の段階で実施する通行規制のこと
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観光客観光客観光客観光客のののの周遊状況周遊状況周遊状況周遊状況

○奈良県に訪れた観光客が県内を周遊する割合は少ない。

奈良

斑鳩

平群

吉野

宇陀

桜井

明日香

1%

4%

72%72%72%72%

11%

斑鳩・平群

周遊先

奈良 桜井・明日香 宇陀 吉野

調

査

箇

所

奈良 97%97%97%97% 3% 1% 1%

斑鳩・平群 36% 5% 1% 2%

桜井・明日香 8% 87%87%87%87% 9% 2%

吉野 3% 3% 1% 98%98%98%98%

奈良の調査箇所に訪れた観光客が桜井・

明日香地域に周遊する割合はわずか３％

斑鳩・平群の調査箇所に訪れた観光客は

３６％が奈良地域に周遊する

出典：奈良県アンケート調査結果より作成(速報値）

※調査箇所

奈良：東大寺・ならまち格子の家・唐招提寺

斑鳩・平群：法隆寺・信貴山朝護孫子寺

桜井・明日香：大神神社・長谷寺・石舞台古墳

吉野：金峯山寺・道の駅「十津川郷」
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奈良県来訪時奈良県来訪時奈良県来訪時奈良県来訪時のののの利用交通手段利用交通手段利用交通手段利用交通手段

奈良県観光動向実態基礎調査報告書（H22）

○観光のために奈良を訪れる方は、約５５％が自家用車を利用。

○自家用車を利用する理由としては「観光地間の移動が便利」が多い。
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平成８年度

過去最高額：１，３９３億円

１１１１／／／／３３３３にににに激減激減激減激減

平成２４年度

４４５億円

※ 直轄事業負担金含む

奈良県奈良県奈良県奈良県のののの公共事業予算額公共事業予算額公共事業予算額公共事業予算額（（（（一般会計一般会計一般会計一般会計））））

○奈良県の平成２４年度公共事業予算は、平成８年度のピーク時から1/3に激減
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＜＜＜＜一般会計一般会計一般会計一般会計＞＞＞＞
＜＜＜＜県土県土県土県土マネジメントマネジメントマネジメントマネジメント部部部部およびおよびおよびおよび

まちづくりまちづくりまちづくりまちづくり推進局推進局推進局推進局＞＞＞＞

教育費 1,141(23.4)
公債費 792(16.2)健康福祉費761(15.6)

警察費306(6.3)総務費277(5.7)
諸支出金 212(4.3)農林水産業費 170(3.5)地域振興費 164(3.4)医療政策費 140(2.9)災害復旧費 85(1.7)雇用政策費 62(1.3)くらし創造費 50(1.0)産業振興費 43(0.9)その他 13(0.2)

道路橋りょう費329(49.6)河川費 159(23.9)
まちづくり推進費119(17.9)

県土マネジメント総務費 26(3.9)住宅費 22(3.4)地域交通費 4(0.6) 建築行政費 3(0.5)下水道費 1(0.2)
単位：億円

（構成比 ％）

単位：億円

（構成比 ％）

県土

マネジメント費

６６３億円県土マネジメント費663(13.6)
歳出

４，８７９億円

県土マネジメント費

663億円（13.6%)

道路橋りょう費

329億円（49.6%)

平成平成平成平成２５２５２５２５年年年年度度度度当初予算当初予算当初予算当初予算およびおよびおよびおよび平成平成平成平成２２２２５５５５年年年年２２２２月補正月補正月補正月補正のののの内訳内訳内訳内訳

○奈良県の歳出額のうち、県土マネジメント費は約１４％（災害復旧費は含まず）

○県土マネジメント費のうち、道路橋りょう費は約５０％
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515 510

471
444

416 416

368

306 310

426

216

132

93

107

142

95

93

95
96

87

165

35

39

38
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52

39

5668

77
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H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25

一般公共 単独公共 直轄
838

817

698

630

571 564

483

413
401

552

※ 当初予算ベースで作成。

（平成１９年、２３年度予算は６月補正後の額、平成２１、２５年度予算は平成２０、２４年度補正額を含む）

単位：億円

県土県土県土県土マネジメントマネジメントマネジメントマネジメント部部部部・・・・まちづくりまちづくりまちづくりまちづくり推進局推進局推進局推進局のののの公共事業公共事業公共事業公共事業のののの推移推移推移推移

○県土マネジメント部・まちづくり推進局の公共事業費は、平成２５年度まで下降傾向

○平成２５年度当初と平成24年度の補正予算を合わせると、平成２４年度当初予算の

１．４倍に増加


